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４月２８日（水）第８回　２１春闘交渉１３：３０～１４：００


全ての地域から批准・一任を受け、２１春闘闘争妥結を表明。


昇給に伴う差額支給については、５月給与での支払いを確認。

















【２１春闘に対する主な意見】


《日検協会》


評価点


①　時間外基礎分母の計画的な改定。


②　コロナ禍での一定前進した回答。


③　週休２日制の導入。





不満点


①　要求との関係では低額であり不満。


②　定昇の格差回答。


③　有額回答指定日での回答未提示。


④　労使ＷＧが機能していない。


⑤　定率昇給の年齢格差回答。


⑥　賃上げが低額であり、将来不安を覚える。





《全日検》


評価点


①　時間外基礎分母の計画的な改定。


②　徹休カットの改善。


③　コロナ禍の中での昇給。





不満点


①　要求との関係では低額であり不満。


②　一律回答部分の年齢格差回答。


③　回答指定日での回答未提示。


④　賃上げが低額であり、将来不安を覚える。





《組合への今後課題》


①　年齢格差回答については是正に向けた議論が必要。


②　定率昇給を受け入れるのであれば最低１％は必要であり、下回らない交渉を進めて行くこと。


③　定期昇給の増額を求めるべき。


④　『人員不足解消』に向けた要求の強化。


⑤　検数労連として主体性を持って交渉を進めるべき。


⑥　６５歳定年制に向けた協議の促進。











　前回の交渉以降、各地域に２１春闘全般における意見を求めた結果、全ての地域から『批准または一任する』との結果を受け、４月２８日に行われた第８回検数労連２１春闘交渉において、妥結の態度表明をおこないました。





【態度表明】


　検数春闘は、２月１８日に第１回交渉にて要求提出以降、今日まで８回の交渉を重ねてきた。この間、春闘時期に開催するとした職場懇談会については、コロナ感染拡大の影響による『まん延防止等重点








～第８回　検数労連２１春闘交渉～





措置』や『緊急事態宣言』による制約等を受け、全ての地域での開催とはならなかったが、労使共通認識として課題の重要性については浸透してきているものと確信する。引き続き、各職場の共通課題である『仕事と収入の確保』運動を重点課題に位置付けながら労使協議の中で課題の共有化に向けた動きをつくる必要がある。その上で、両協会を取り巻く諸情勢を全体で理解していくことが検数の事業基盤を安定させる近道であることを確信する。


春闘回答全般については、全国から様々な厳しい意見や強い不満、不信感が指摘された。両




















協会に対しては、前年比プラス回答、時間外基礎分母の計画的削減は一定評価するが、要求額との関係では低額であり不満とする意見が上がった。全日検に対しては徹休カットの改善は評価するが、一律部分の年齢格差回答や職務経験加算の細分化に対して危惧する意見が出された。日検に対しては１９春闘で議事録確認された労使ＷＧが機能していない事への不満、複数年にわたり回答している定率昇給への不満に対して全地域から意見等が出された。産別継続課題の履行に向けた『６５才定年制』について、引き続き、検数労連課題と位置付けて取り扱っていくこととし、春闘




















終了後、速やかに企業内労使協議の中で議論をすすめていくこととする。


　今後、両協会共に安定した賃金引き上げの実施と産別課題の履行、人員対策、人材育成、時間外労働対策など、引き続き、賃金問題や労働条件等を協議検討する場において課題の前進に向けた真摯な労使協議の実施を求める。とりわけ、全組合員が検数を取り巻く現状を正しく理解するためにも職場労使協議等については、通年課題と位置付けて取り組むよう求める。同時にコロナウイルス感染拡大の防止に向けた対応については、引き続き、労使共通のもと協議を重ねて行く事とする。





























　























※各地域闘争委員会の皆様。


長期にわたる春闘行動お疲れ様でした。


次は夏季一時金闘争！引き続き全国団結で頑張りましょう！
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